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＜連絡事項＞

・病棟日誌の勤務者の欄について、中村SGMが入力を行っていますが、リーダーも当日の勤務者の勤務入力の確認をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 山田　隆雄様～ウレパール軟膏20ｇ処方となっています。手指の乾燥状態観察してくだ　　　　　　　さい。ひび割れ等はないようです。

・中川原　義雄様～ナパゲルン軟膏1本処方となっています。肩の痛みの程度を観察、悪化がないか観察してください。

・藤田　由美様～5/31（土）9:00～6/1（日）19:30まで外泊許可となっています。

・松橋　清子様～朝食の牛乳を飲まず、毎食副食もほとんど摂取していない状況です。本人より「ゼリーが食べたい」と訴えある為、食事につけられるか主治医・栄養チームと検討していきます。

・佐々木　正訓様～自己服薬管理・疾病教室について計画書を提出しています。

・大橋　照子様～減薬希望あり、主治医より5/28定期薬から減薬となっていますが「昼食後薬しか減っていない」と依然服薬に関する不満が聞かれています。拒薬することはありませんが引き続き服薬状況を観察していきましょう。

・八森　正様　～昨日、小坂Dr.診察し痔の状態が良くなってきている為、ネリプロクト軟膏（痔疾用剤）本日分で中止の指示あります。診察も中止とし、症状悪化時に再度診察となります。

・小泉　康正様～昨日に続き今朝も、排痰の際に少量の暗赤色の血液混入見られています。　　　　　　　主治医診察し、本日便潜血検査・胸部レントゲン施行しています。胸部　　　　　　　　レントゲンは異常なく、便潜血検査の結果を待ちで経過観察の指示あり。

便検査の結果来次第、いつまでバイアスピリン中止とするのか主治医へ確認して下さい。月曜日か火曜日には便潜血の検査結果がくると思います。

家族には、現在の状態について連絡ずみです。

・小林　満様　～6/1（日）10:00～15:00スタッフ付き添いにて外出予定です。

　　　　　　　　6/3（火）家族勉強会実施予定ですが、再スタートミーティングと日程が重なっている為、再スタートミーティングを調整するとの事です。

※アルコール依存症治療プログラム担当より、家族勉強会実施の際の看護記録を詳細に記載するようにと指導ありました。医師・看護スタッフからの説明に対して、ご家族がどのように反応・返答したか等。

　　　　　　　　それによりご家族の心境の変化がわかるのでは？

　　　　　　　　→5/17外泊時には、ご家族が常に見守り飲酒を止めていたのに、5/24外出時には本人1人で映画に行かせ結果的に飲酒に至った経過あり。ご家族の対応に変化がありすぎるのではないか？（←5/23実施の家族勉強会の影響もあるのでは？）

　　　　　　　　また、今回の件についてスタッフ間で意見交換を行っています。

・勉強会の影響がなくとも、ご家族の心理として本人を信用したい気持ちもあり1人で行動させたのでは？

・今回の件について、外泊時飲酒量をしてしまったが、自らの意思で病院に戻ってくる事が出来た事は評価できるのではないか。

・看護としては、今後どのように（飲酒せず）生活をしていくのか生活のイメージづくりとライフスタイルについて、本人とご家族とで考える事を促していく事が重要ではないか。

・本人へは　アルコール依存症についての勉強会や内観は終了しており、必要な知識情報は得られているので、今後は実際に病院外に出たときに飲酒しないという目標をたて実行できるように外出訓練をして行く必要あり。短時間の病院周辺の単独外出から少しずつ時間を長くして段階的に行い本人の自信をつけて行く方法はどうかと提案あり。日曜日のスタッフ同伴の外出の状況を踏まえ、月曜日カンファレンスでＤｒへ相談して下さい。

· 津嶋　イチコ様～作業中大声で叫ぶような声を出す事あり、何か聴こえているのか尋ね　　　　　　　　ると、聴こえるのではなく人一倍感じやすいのと話される事がありま　　　　　　した。又、母が見える、母が死んだんですかと話される事ありました。

　　　　　　　主治医に状態の報告し指示受けして行きましょう。

